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エコシン （ ）

あけましておめでとうご
ざいます。日頃より環境行政
に御協力を賜り厚く御礼申
し上げます。また、台風
号による千曲川氾濫等で被
害に遭われた方には、お見舞
いを申し上げるとともに、一
日も早い元の生活の回復を

お祈りいたします。
当所では、堤防決壊直後の から、災害

対応経験のある職員たちを交代で派遣し、長野県
と協力して、被災自治体の災害廃棄物処理体制の
早期構築支援等を行ってきました。浸水した家財
道具や倒壊した家屋等に起因する膨大な量の災
害廃棄物は、片付けないと街の復興作業にかかれ
ないのですが、そのまま埋立したのでは処分場が
いくつあっても足りないので、リサイクルするた
め、可能な限り分別して一旦自治体指定の仮置場
に集められます。阪神大震災や東日本大震災をき
っかけに災害廃棄物処理計画を策定する自治体
も徐々に増えてきましたが、いざ発災となると、
なかなか計画どおりに事は運びません。指定外の
空地にも無分別の廃棄物がどんどん積まれます。
今回は、空地に集積された廃棄物を、夜間に自衛
隊や 一社 全国清掃事業連合会の協力で指定仮

置場に搬出する取組がなされました。また、今回
のような大規模災害になると、県内の廃棄物処理
能力を超えるため、周辺県に広域処理の支援要請
を行い、富山県、三重県、愛知県が受け入れてく
れました。
近年の豪雨災害の頻発は、地球温暖化の影響と

も言われており、今後も同様の事態が発生するこ
とは否めません。長野盆地のような山岳地の平野
の多くは、河川が長い年月の間に流れる場所をど
んどん変えながら、浸食と堆積を繰り返してでき
たものです。移り変わり行く自然の大きな力の前
に、人は本当に無力です。人は自然の一員であり、
衣食住どれをとっても、自然の恵みなしには生き
られません。自然の摂理を理解しながら、じょう
ずに付き合っていく術を、一人一人が身に着ける
ことがますます求められています。
長野県環境保全協会には、数多くの地元企業が

参加されています。企業活動は、環境に与える影
響もさることながら、その顧客の意識を通して社
会に及ぼす影響も大きいものがあります。市民一
人一人が自然との付き合い方を「自分事」として
意識する世の中の実現のために、顧客を含めたサ
プライチェーン全体の意識変革をリードする等、
企業がその「本業」を通して果たせる役割は、業
種を問わず、決して小さくないと思います。

「信州エコ大賞」は、地球環境保全に尽力して
いる個人、団体、企業などを表彰する企画のもと、
協会発足の翌年の平成 年に始まり、今回で
回目を迎えます。
たくさんの応募がありますよう、皆さまからの

推薦を宜しくお願いいたします。
過去の受賞者、申し込み用紙などは協会 を

検索願います。
＜推薦方法＞
●推薦書に必要事項を記入して活動状況の写
真など資料を添えて、協会各支部事務局あてに、
月 日（金）必着でお送りください。詳しく

は事務局までお問い合わせ下さい。
●過去に選ばれなかった方の再推薦と、奨励賞受
賞者のエコ大賞推薦もできます。
●表彰は定時総会の席上で行います。

第 回目となった当協会主催の「カレンダー・
手帳のプレゼント会」が、昨年末に県内各地で開
催されました。
詳細は 月号でお伝えします。

第 回「信州エコ大賞」募集開始

〈年頭のご挨拶〉 自然と向き合い「しなやかに」付き合っていくために
環境省中部地方環境事務所 所長 秀田 智彦

カレンダープレゼント会 各地で開催

写真は上小支部会場の様子
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